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第４回県民モニターアンケート「防災に対する意識と取り組み」の調査結果 
 

第４回県民モニターアンケート調査「防災に対する意識と取り組み」の調査結果をとりまと
めました。アンケート結果は、今後のさらなる防災・減災対策に活用します。  

 
 
１ 調査概要 

(1) 調査テーマ：防災に対する意識と取り組み 

(2) 調査対象者：県民モニター2,504 人 

(3) 調査期間：令和 5年 1月 17 日（火） 

      ～1 月 30 日（月）[14 日間] 

(4) 調査方法：県ホームページ上のアンケート 

     フォームに入力 

(5) 回答者数：1,878 人（回答率 75.0％） 
 
 
 
 
３ 調査結果の概要 
 

項目 アンケート結果 

居住地域の災害に

対するリスク認識 

Q1 あなたが住んで

いる地域は、自然災

害（地震、津波、土

砂災害、洪水等の災

害）に対して安全だ

と思いますか。 

（1 つ選択） 

 住んでいる地域が、自然災害に対して『安全だと思う』人の合計は 69.6%で、

前回より 3.2 ポイント減少している。 

 

作成部局課室名 総務部広報広聴課 

 

 対象者 回答者 回答率 

総  数 2,504 1,878 75.0% 

性
別 

男 性 1,089 868 79.7% 

女 性 1,412 1,008 71.4% 

不 明 3 2 66.7% 

年
代
別 

10～20 代 113 58 51.3% 

30 代 267 164 61.4% 

40 代 469 311 66.3% 

50 代 557 438 78.6% 

60 代 524 437 83.4% 

70 代以上 574 470 81.9% 

13.1%

14.0%

12.5%

58.7%

58.8%

57.1%

19.1%

19.6%

21.2%

6.3%

5.2%

6.7%

2.8%

2.4%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3.1

R4.1

R5.1

安全 まあ安全 やや危険 危険 わからない

69.6%

72.8%

71.8%

27.9%

24.8%

25.4%
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項目 アンケート結果 

「兵庫県ＣＧハザ

ードマップ」の認

知度 

Q2 あなたは「兵庫

県 CG ハザードマッ

プ」を知っています

か。 

（1 つ選択） 

 兵庫県ＣＧハザードマップを『見たことがある』人の合計は 60.8%で、前回

より 10.0 ポイント減少している。実際に活用している人は 25.0%で、前回より

15.5 ポイント減少している。 

「兵庫県ＣＧハザ

ードマップ」の評

価 

Q3 掲載情報（内容）、

操作方法（使いやす

さ、見やすさ）はど

のように感じました

か。 

（1つ選択） 

※[Q2]で「見て、災

害に備えて、身の

まわりの災害によ

る危険箇所などを

確認している」、

「見たことはあ

る」と回答した人 

1,142 人（60.8%）

に質問 

 「掲載情報、操作方法のどちらとも良い」が 56.7%と半数を超えている。 

 

30.4%

40.5%

25.0%

43.8%

30.3%

35.8%

17.4%

19.0%

27.4%

8.4%

10.2%

11.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3.1

R4.1

R5.1

見て、災害に備えて、身のまわりの災害による危険箇所などを確認している

見たことはある

言葉は知っているが、見たことはない

全く知らない

60.8%

70.8%

74.2%

掲載情報、操作方法

のどちらとも良い

56.7%

掲載情報は良いが、操

作方法は良くない 10.5%

操作方法は良いが、

掲載情報は良くない

3.9%

掲載情報、操作方法

のどちらとも良くない

4.1%

分からない 24.9%
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項目 アンケート結果 

避難場所の認知度 

Q4 お住まいの地区

で指定された避難

場所を知っていま

すか。 

（1 つ選択） 

 地区で指定された避難場所について、「知っている」人は 92.1%で、9 割を超

えている。 

91.4%

92.3%

92.1%

8.6%

7.7%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3.1

R4.1

R5.1

知っている 知らない



- 4 - 

 

項目 アンケート結果 

防災情報の入手法

法 

Q5 あなたは、気象

情報やハザードマ

ップなどの防災に

関する情報を平常

時や台風の接近な

ど危険が近づきつ

つある時にどちら

から入手されてい

ますか。 

（いくつでも選択可） 

 「テレビ（67.6%）」が最も多く、次いで「Yahoo、Google などのポータ

ルサイト（50.4%）」、「ひょうご防災ネット（36.8%）」となっている。 

 

67.6%

50.4%

36.8%

33.0%

31.8%

20.0%

16.0%

15.9%

8.9%

5.1%

3.6%

3.3%

2.7%

70.2%

50.3%

40.0%

33.4%

32.6%

21.5%

17.8%

16.9%

8.6%

5.3%

5.0%

3.0%

2.2%

69.0%

47.4%

39.4%

29.3%

30.3%

23.1%

18.2%

14.9%

8.4%

5.3%

4.1%

3.5%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

テレビ

Yahoo、Googleなどの

ポータルサイト

ひょうご防災ネット

（ひょうご防災ネットアプリを含む）

スマートフォンのアプリ

(ひょうご防災ネットアプリを除く)

国、県、市町などの行政機関の

広報誌やホームページ

新聞

ラジオ

防災無線のアナウンス

友人、知人や家族

地域の人（自治会長等）

半鐘・サイレン

ＣＡＴＶ

その他

R5.1 R4.1 R3.1
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項目 アンケート結果 

  年代別では「スマートフォンのアプリ（ひょうご防災ネットアプリを除く）」、

「新聞」、「テレビ」は 30 代が最も少なく、年代が上がるにつれて多くなってい

る。一方、「Yahoo・Google などのポータルサイト」は 10・20 代が最も多く、

年代が上がるにつれて減少し、80代以上が最も少なくなっている。 

年代間での差が最も多かったのは「新聞」で、最も少ない 30 代が 5.5%であ

るのに対し、最も多い 80 代以上は 59.8%とその差は 54.3%であった。 

 

最大値 最小値 (%)

ひ

ょ
う
ご
防
災
ネ

ッ
ト

（
ひ

ょ
う
ご

防
災
ネ

ッ
ト
ア
プ
リ
を
含
む

）

国

、
県

、
市
町
な
ど
の
行
政
機
関
の

広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

Y
a
h
o
o

、
G
o
o
g
l
e
な
ど

の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト

ス
マ
ー

ト
フ

ォ
ン
の
ア
プ
リ

(

ひ

ょ

う
ご
防
災
ネ

ッ
ト
ア
プ
リ
を
除
く

)

新
聞

テ
レ
ビ

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

ラ
ジ
オ

友
人

、
知
人
や
家
族

地
域
の
人

（
自
治
会
長
等

）

防
災
無
線
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

半
鐘
・
サ
イ
レ
ン

そ
の
他

36.8 31.8 50.4 33.0 20.0 67.6 3.3 16.0 8.9 5.1 15.9 3.6 2.7

10･20代
24.1 37.9 67.2 27.6 8.6 51.7 1.7 8.6 22.4 1.7 12.1 5.2 5.2

30代
36.6 31.7 60.4 26.8 5.5 46.3 1.2 10.4 18.3 2.4 12.2 1.2 4.9

40代
37.6 29.9 61.7 32.2 10.9 57.9 1.9 10.3 9.0 3.2 15.1 3.5 2.9

50代
41.1 29.7 56.8 30.4 14.6 64.2 3.2 15.3 6.8 3.7 16.9 3.4 2.1

60代
38.2 33.2 47.1 34.8 19.0 72.5 2.5 16.5 6.9 5.7 15.8 3.2 2.3

70代
32.7 33.5 35.9 38.3 33.0 78.8 6.4 22.0 6.4 7.8 16.1 4.6 2.4

80歳以上
33.0 30.9 28.9 32.0 59.8 93.8 4.1 26.8 12.4 11.3 21.6 6.2 2.1

17.0 8.2 38.3 11.5 54.3 47.5 5.2 18.2 16.0 9.6 9.5 5.0 3.1

区
分

全   県

年
代
別

年代間の差
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項目 アンケート結果 

避難情報発令時の

行動 

Q6 この 1 年以内に

市町から災害時の避

難情報（高齢者等避

難・避難指示）が発

令された際に避難行

動をとりましたか。 

（1 つ選択） 

 「避難行動をとった」人は 4.7%で、「避難行動を取らなかった」人の 11.7%

より少なかった。 

 

避難行動をとった

4.7%

避難行動をとらなかった

11.7%

発令されたか知らない

19.5%発令がなかった

64.1%
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項目 アンケート結果 

「ひょうご防災ネ

ット」スマートフ

ォン向けアプリの

認知度 

Q7 兵庫県では令和

元年 5月から「ひょ

うご防災ネット」ス

マートフォン向け

アプリを運用して

います。あなたは

「ひょうご防災ネ

ット」スマートフォ

ン向けアプリを知

っていますか。 

（1 つ選択） 

 

 『知っている』人の合計は 57.1%で、前回より 3.8 ポイント減少している。

ダウンロードしている人は 26.3%と前回と変わらなかった。 

 年代別では「知っており、ダウンロードしている」、「知っているが、ダウン

ロードはしていない」は 10・20 代が最も少なく、年代が上がるにつれて多くな

る傾向であった。「知らない」は最も多い 10・20 代（72.4%）と最も少ない 80

代以上（34.0%）で年代間の差が 38.4%あった。 

17.7%

26.3%

26.3%

29.3%

30.0%

28.9%

7.3%

4.6%

1.9%

45.6%

39.0%

42.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3.1

R4.1

R5.1

知っており、ダウンロードしている

知っているが、ダウンロードはしていない

知っているが、スマートフォンを持っておらずダウンロードできない

知らない

57.1%

60.9%

54.3%

最大値 最小値 (%)

知

っ
て
お
り

、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て

い
る

知

っ
て
い
る
が

、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
は

し
て
い
な
い

知

っ
て
い
る
が

、
ス
マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
持

っ
て
お
ら
ず
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で

き
な
い

知
ら
な
い

26.3 28.9 1.9 42.9

10･20代
6.9 19.0 1.7 72.4

30代
10.4 26.2 1.2 62.2

40代
23.5 29.9 1.3 45.3

50代
30.4 24.9 0.9 43.8

60代
30.4 30.7 1.4 37.5

70代
29.5 31.4 4.0 35.1

80歳以上
24.7 37.1 4.1 34.0

23.5 18.1 3.2 38.4

区
分

全   県

年
代
別

年代間の差
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項目 アンケート結果 

災害に備えた家族

での話し合い 

Q8 あなたの家で

は、災害に備え、普

段からどのような

ことについて、家族

で話し合いをして

いますか。 

（いくつでも選択可） 

 「非常用食料、持ち出し品等の保管場所、使用方法（47.8%）」が最も多く、

次いで「避難するタイミング・住んでいる地域の避難場所・避難経路の確認

（44.5%）」、「災害時の家族との安否確認・連絡方法（36.4%）」が続いている。 

 

47.8%

44.5%

36.4%

16.3%

3.2%

20.7%

48.8%

44.9%

39.9%

19.4%

19.3%

49.9%

36.7%

37.4%

18.5%

21.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

非常用食料、持ち出し品等の

保管場所、使用方法

避難するタイミング・住んでいる地域

の避難場所・避難経路の確認

災害時の家族との安否確認

・連絡方法

その他、災害発生時の行動、

災害への備え等

「マイ避難カード」等の作成

していない

R5.1 R4.1 R3.1
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項目 アンケート結果 

検討している避難

先 

Q9 あなたが検討し

ている避難先につ

いて、あてはまるも

のを次の中からお

選びください。 

（いくつでも選択可） 

 「指定された避難所への避難（70.2%）」が最も多く、次いで「安全が確保さ

れている自宅で待避（50.7%）」が続いている。 

70.2%

50.7%

18.5%

16.8%

8.4%

2.4%

1.7%

74.3%

49.6%

21.2%

16.8%

8.3%

3.5%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

指定された避難所への避難

安全が確保されている

自宅で待避

近隣のより安全な場所・

建物等への立退き避難

安全な場所にある親戚や

知人宅への避難

安全な場所にあるホテルや

旅館などの宿泊施設への避難

分からない

その他

R5.1 R4.1
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項目 アンケート結果 

避難情報を提供し

て欲しい手段 

Q10 あなたは、災害

時の避難情報（「高

齢者等避難開始」・

「避難指示」）につ

いて、その情報をど

のような手段で提

供して欲しいです

か。 

（いくつでも選択可） 

 「緊急速報[エリアメール]（60.4%）」が最も多く、次いで「テレビ（55.9%）」、

「インターネット[ホームページ]（54.2%）」が続いている。 

 

60.4%

55.9%

54.2%

44.4%

39.4%

35.0%

20.3%

18.4%

16.3%

13.5%

7.3%

5.9%

1.5%

62.7%

57.8%

54.5%

45.1%

40.4%

36.4%

21.9%

20.7%

16.5%

13.9%

6.7%

5.0%

2.0%

60.6%

59.8%

54.6%

41.7%

40.5%

36.6%

22.2%

18.5%

17.5%

13.8%

5.8%

5.5%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

緊急速報メール

（エリアメール）

テレビ

インターネット（ホームページ）

防災無線のアナウンス

市町の広報車や消防車両

ひょうご防災ネット

(ひょうご防災ネットアプリを含む)

ラジオ

スマートフォンのアプリ

(ひょうご防災ネットアプリを除く)

半鐘・サイレン

地域の人（自治会長等）

友人、知人や家族

ＣＡＴＶ

その他

R5.1 R4.1 R3.1
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項目 アンケート結果 

耐震診断・耐震補

強の実施状況 

Q11 あなたは、耐震

診断又は耐震補強

をしましたか。 

（1 つ選択） 

※住んでいる戸建

て住宅・マンショ

ン等（木造・鉄筋

コ ン ク リ ー ト

造・鉄骨造住宅に

かかわらず。賃貸

除く。）が、昭和

56年5月以前に建

築された人669人

（35.6%）が回答 

 『耐震補強をした（耐震補強をする必要がなかった）』人の合計は 38.6%であ

った。『耐震補強をしていない（わからない）』人の合計は 61.4%で、前回より

0.7 ポイント減少した。 

 

23.7%

28.1%

28.1%

12.3%

9.7%

10.5%

4.1%

5.5%

4.9%

27.4%

24.5%

22.9%

32.4%

32.1%

33.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3.1

R4.1

R5.1

耐震診断をした結果、耐震補強の必要はなかった

耐震補強をした

耐震診断をした結果、耐震補強の必要があると診断されたが、現時点ではしていない

耐震診断及び耐震補強をしていない

耐震診断や耐震補強をしたかどうかわからない

61.4%

62.1%

63.9%

38.6%

37.8%

36.0%
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項目 アンケート結果 

災害への備え 

Q12 あなたが災害

に備えてしている

こと、現時点ではし

ていないが、できれ

ばしたいと思って

いることについて、

あてはまるものを

次の中からお選び

ください。 

（それぞれ 1つ選択） 

 「飲料水や食料品の備蓄」をしている人（78.5%）が最も多く、次いで「家具

等の固定」をしている人（48.7%）、「携帯トイレやトイレ用凝固剤の備蓄」をし

ている人（42.9%）となっている。 

【飲料水や食料品の備蓄】 

【家具等の固定】 

【携帯トイレやトイレ用凝固剤の備蓄】 

46.9%

49.2%

48.7%

42.1%

39.6%

38.6%

11.0%

11.2%

12.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3.1

R4.1

R5.1

固定している していないが、できればしたい 将来にわたってしない

76.4%

77.7%

78.5%

20.3%

19.2%

18.1%

3.4%

3.1%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3.1

R4.1

R5.1

備蓄している していないが、できればしたい 将来にわたってしない

35.5%

40.3%

42.9%

49.0%

46.1%

44.9%

15.5%

13.7%

12.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3.1

R4.1

R5.1

備蓄している していないが、できればしたい 将来にわたってしない



- 13 - 

 

項目 アンケート結果 

飲料水や食料品の

備蓄 

Q13 家庭での備蓄は

何日分ですか。 

（【飲料水】と【食料

品】それぞれ 1 つ選

択） 

※[Q12]で「飲料水

や食料品の備蓄

をしている」と回

答した人1,475人

（78.5%）に質問 

 飲料水や食料品の備蓄をしている人は、ともに「1～2日分」が最も多くなっ

ている。また、3 日分以上備蓄している人は約 6割となっている。 

【飲料水】 

【食料品】 

39.2%

39.8%

38.5%

35.2%

34.1%

33.4%

14.8%

14.8%

18.3%

10.9%

11.3%

9.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3.1

R4.1

R5.1

１日～２日 ３日 ４日～６日 ７日以上

61.5%

60.2%

60.9%

43.0%

45.1%

43.0%

34.6%

31.9%

34.0%

12.1%

13.2%

14.5%

10.3%

9.8%

8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3.1

R4.1

R5.1

１日～２日 ３日 ４日～６日 ７日以上

57.0%

54.9%

57.0%
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項目 アンケート結果 

防災訓練への参加

（最近 1年以内） 

Q14 あなたは、この

1 年の間に県や市

町、自治会などが行

った自然災害に対

する防災訓練に参

加したことがあり

ますか。 

（1 つ選択） 

 この 1年間に自治会や県等が主催する防災訓練に『参加した』人は 38.4%で、

2.9 ポイント増加している。 

兵庫県住宅再建共

済制度の認知度 

Q15 あなたは、兵庫

県住宅再建共済制

度（フェニックス共

済）を知っています

か。 

（1 つ選択） 

 「すでに加入している」人は 16.8%で、加入している人も含めた『知ってい

る』人は約半数となっている（48.5%）。 

26.4%

26.1%

28.0%

3.1%

3.4%

3.8%

6.8%

6.0%

6.6%

49.8%

50.5%

47.1%

14.0%

14.0%

14.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3.1

R4.1

R5.1

自治会・学校・職場等が実施する訓練に参加した

県や市町が実施する訓練に参加した

自治会・学校・職場等が実施する訓練、及び県・市町が実施する訓練の両方に参加した

参加したことがない。でも機会があれば参加したい

参加したことがない。今後も参加するつもりはない

35.5%

38.4%

36.3%

16.4%

17.8%

16.8%

33.3%

35.3%

31.7%

36.6%

32.9%

36.2%

13.7%

14.0%

15.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3.1

R4.1

R5.1

すでに加入している

内容は知っているが加入していない

言葉は見聞きしたことはあるが、内容は知らない

全く知らない

48.5%

53.1%

49.7%
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項目 アンケート結果 

兵庫県住宅再建共

済制度の加入起因 

Q16 加入のきっかけ

になったのは何で

したか。 

（いくつでも選択可） 

※[Q15]で「すでに加

入している」と回

答した人 315 人

（16.8%）に質問 

 兵庫県住宅再建共済制度へ加入するきっかけについて、「パンフレット・チラ

シを見て（57.1%）が最も多く、次いで「共済の相談員や県・市町の職員の勧め

で（19.4%）」が続いている。 

 

57.1%

19.4%

12.1%

9.8%

5.7%

5.7%

1.3%

0.0%

11.1%

62.6%

18.8%

13.4%

9.6%

6.4%

7.0%

4.2%

0.6%

12.5%

59.2%

16.9%

12.3%

6.0%

6.0%

8.1%

1.8%

1.4%

13.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

パンフレット・チラシを見て

共済の相談員や県・

市町の職員の勧めで

新聞広告を見て

友人・知人の勧めで

保険会社・共済組合や

代理店の職員の勧めで

インターネット（ホーム

ページ・ＳＮＳ）を見て

テレビＣＭ・動画広告を見て

ラジオＣＭを聞いて

その他

R5.1 R4.1 R3.1
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項目 アンケート結果 

総合治水・流域治

水の認知度 

Q17 県では平成 24

年に「総合治水条

例」を施行しまし

た。「総合治水」及

び「流域治水」とは、

どのような取組か

知っていますか。 

（それぞれ 1 つ選

択） 

  『知っている』人は、総合治水（34.2%）、流域治水（31.0%）ともに 3 割程

度であった。「言葉も内容も知っている」人は、総合治水（13.0%）、流域治水

（12.0%）ともに 1割程度に留まった。 

12.0%

13.0%

19.0%

21.2%

69.0%

65.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

流域治水

総合治水

言葉も内容も知っている

言葉は知っているが、内容は知らない

知らない

34.2%

31.0%



- 17 - 

 

項目 アンケート結果 

水害減災のために

優先すべき対策 

Q18 水害による被

害を軽減するため、

今後どのような対

策を優先すべきと

考えますか。次の中

からお選びくださ

い。 

（3つまで選択可） 

 「河川改修やダムなどの整備（47.8%）」が最も多く、約半数にのぼる。次い

で「下水道（雨水）の整備（46.4%）」が続いている。 

 

47.8%

46.4%

42.7%

30.8%

29.2%

22.7%

20.1%

19.5%

11.9%

10.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

河川改修やダムなどの整備

下水道（雨水）の整備

山の手入れや植林を行い、

森林が有する保水力の

維持・向上を図る取組

川の水位や降雨の状況など、

避難に必要な情報の発信

洪水ハザードマップ等を活用

したリスク情報の周知

大雨を一時的に貯める機能

のある土地や浸水しやすい

土地における土地利用規制・制限

学校、公園や宅地などに降る雨を

一時的に貯める・浸透させる取組

ため池や田んぼを活用して

雨水を一時的に貯める取組

浸水被害やリスク情報について

学ぶ・考える機会の拡大

浸水により被害を受けた住宅の

再建・補修を支援する共済制度や

損害保険等の拡充
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項目 アンケート結果 

要配慮者の避難へ

の協力 

Q19 地震や豪雨な

どの災害が発生し

たときに、あなたの

近所に住んでいる

高齢者、障害者、妊

産婦、外国人など、

自力で避難するこ

とが困難な人（あな

たの家族を除く）に

対して、あなたはど

のような協力がで

きそうだと思いま

すか。 

（いくつでも選択可） 

 「安否の確認（66.3%）」が最も多く、次いで「災害状況や避難情報などの伝

達（50.0%）」、「避難所等までの避難誘導・補助（46.2%）」が続いている。 

66.3%

50.0%

46.2%

31.3%

21.8%

17.6%

10.1%

9.2%

1.7%

60.5%

49.2%

46.3%

25.4%

24.2%

15.0%

10.8%

14.1%

2.4%

59.3%

46.1%

43.4%

24.0%

20.9%

14.9%

12.3%

11.9%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

安否の確認

災害状況や避難

情報などの伝達

避難所等までの

避難誘導・補助

本人の家族や

親戚等へ連絡

一時的な保護

（自宅での保護など）

応急手当

何をすればよいか

わからない

協力できそうにない

その他

R5.1 R4.1 R3.1
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項目 アンケート結果 

要配慮者の避難へ

の協力ができない

理由 

Q20 あなたが協力で

きそうにないのは

どのような理由か

らですか。 

（いくつでも選択可） 

※[Q19]で「協力でき

そうにない」と回

答した人 173 人

（9.2%）に質問 

 「自分や自分の家族が避難するだけで手一杯だから（56.6%）」が最も多く、

次いで「自分の年齢や体調等を考えると自信がないから（54.3%）」、「近所付き

合いがないため、自力で避難することが困難な人がどこにいるかわからないか

ら（27.7%）」が続いている。 

 

56.6%

54.3%

27.7%

20.2%

8.1%

5.8%

4.6%

1.7%

6.9%

49.2%

52.0%

29.8%

10.5%

6.9%

3.2%

4.4%

2.8%

8.1%

69.8%

61.5%

33.7%

18.0%

19.0%

2.0%

5.4%

3.4%

11.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分や自分の家族が避難

するだけで手一杯だから

自分の年齢や体調等を

考えると、自信がないから

近所付き合いがないため、

自力で避難することが困難な人

がどこにいるかわからないから

他人の命を預かる

責任を負えないから

仕事の都合等で地域を

離れている時間が長いから

障害者や外国人等に

どう接すればよいかわからないから

消防や警察が助けて

くれると思うから

他の誰かがやると思うから

その他

R5.1 R4.1 R3.1



- 20 - 

 

項目 アンケート結果 

「個別避難計画」

の認知度 

Q21 あなたは、高齢

者等のうち自力で

避難することが困

難な人について、あ

らかじめ、避難先や

避難を手伝う人等

を地域で決めて計

画を立てておく「個

別避難計画」を知っ

ていますか。 

（1 つ選択） 

 「知っている」人は 23.3%で、「知らない」人の 76.7%を大幅に下回った。 

 

阪神・淡路大震災

の経験の有無 

Q22 令和5年1月17

日に阪神・淡路大震

災から 28 年目を迎

えます。あなたは阪

神・淡路大震災を経

験されましたか。 

（1 つ選択） 

 「経験した」人は、約 8割（80.4%）となっている。 

 

知っている 23.3%

知らない 76.7%

81.7%

81.7%

80.4%

18.3%

18.3%

19.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3.1

R4.1

R5.1

経験した 経験していない
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項目 アンケート結果 

阪神・淡路大震災

の経験等を後世に

つなぐ行動の有無

（経験者） 

Q23 その経験や教訓

を後世につないで

いくための行動を

されたことがあり

ますか。 

（1つ選択） 

※[Q22]で「経験し

た」と回答した人

1,509 人（80.4%）

に質問 

 阪神・淡路大震災を経験した人のうち、その経験・教訓を後世につないでい

くための行動をしたことがある人は 36.6%で、前回より 0.7 ポイント増加して

いる。 

 

阪神・淡路大震災

の経験等を学んだ

機会の有無（未経

験者） 

Q24 これまで阪神・

淡路大震災の経験

や教訓を具体的に

学ぶ機会がありま

したか。 

（1つ選択） 

※[Q22]で「経験し

ていない」と回答

し た 人 369 人

（19.6%）に質問 

 阪神・淡路大震災を経験していない人のうち、その経験・教訓を学んだこと

がある人は 69.4%となっている。 

 

65.8%

68.9%

69.4%

30.7%

28.0%

30.6%

3.5%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3.1

R4.1

R5.1

ある ない 無回答

35.1%

35.9%

36.6%

61.8%

61.6%

63.4%

3.1%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3.1

R4.1

R5.1

ある ない 無回答
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項目 アンケート結果 

メモリアルウォー

ク実施の必要性 

Q25 阪神・淡路大震

災の教訓を引き継

ぐため「ひょうご安

全の日」に実施して

いる「1.17 ひょうご

メモリアルウォー

ク」についてどのよ

うに思いますか。 

（1 つ選択） 

 

 「復興した街並みや防災拠点を巡るルートで今後も実施すべきである

（15.3%）」と「ルートはこだわらないが、震災の教訓を引き継ぐため今後も実

施すべきである（45.5%）」を合わせた『実施すべきである』と回答した人は 60.8%

であった。 

 

※ 報告書中の数字は、四捨五入による端数を調整していないため、内訳と計は必ずしも一致しない。 

【 問い合わせ先 】総務部広報広聴課 (TEL078-362-3021)  

復興した街並みや防災拠点

を巡るルートで今後も実施す

べきである 15.3%

ルートはこだわらないが、震

災の教訓を引き継ぐため今

後も実施すべきである

45.5%

どちらでもよい 16.7%

もう役割を終えた

ので実施する必要

はない 3.8%

メモリアルウォーク

を知らない 18.6%

実
施
す
べ
き
で
あ
る
と

回
答
し
た
人
の
合
計

（60.8%）
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（参考）令和 4年度県民モニター調査実績 

○令和 4年度調査実績 

回 調査テーマ 調査期間 回答率 

第１回 観光について ５月 13 日(金)～５月 23 日(月) 74.3％ 

第２回 福祉のまちづくりについて ８月 12 日(金)～８月 23 日(火) 73.1％ 

第３回 がん対策について 11 月 18 日(金)～11 月 28 日(月) 71.9％ 

第４回 防災に対する意識と取り組み １月 17 日(火)～１月 30 日(月) 75.0％ 

○対象者及び回答者属性別実績 

区分 第１回 第２回 第３回 第４回 
4 回とも回
答した人数 

総数 
対象者(人) 2,302 2,346 2,426 2,504 

1,215 回答者(人) 1,711 1,716 1,745 1,878 
回答率 74.3% 73.1% 71.9% 75.0% 

性
別 

男性 
対象者(人) 1,042 1,049 1,059 1,089 

617 回答者(人) 823 808 823 868 
回答率 79.0% 77.0% 77.7% 79.7% 

女性 
対象者(人) 1,260 1,297 1,366 1,412 

598 回答者(人) 888 908 922 1,008 
回答率 70.5% 70.0% 67.5% 71.4% 

不明 
対象者(人) 0 0 1 3 

0 回答者(人) 0 0 0 2 
回答率 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 

年
代
別 

10～20 代 
対象者(人) 85 89 104 113 

22 回答者(人) 42 45 50 58 
回答率 49.4% 50.6% 48.1% 51.3% 

30 代 
対象者(人) 230 240 254 267 

76 回答者(人) 148 145 142 164 
回答率 64.3% 60.4% 55.9% 61.4% 

40 代 
対象者(人) 414 429 445 469 

173 回答者(人) 280 278 285 311 
回答率 67.6% 64.8% 64.0% 66.3% 

50 代 
対象者(人) 498 507 537 557 

258 回答者(人) 359 366 385 438 
回答率 72.1% 72.2% 71.7% 78.6% 

60 代 
対象者(人) 498 505 518 524 

323 回答者(人) 408 430 430 437 
回答率 81.9% 85.1% 83.0% 83.4% 

70 代以上 
対象者(人) 577 576 568 574 

363 回答者(人) 474 452 453 470 
回答率 82.1% 73.2% 79.8% 81.9% 

○過去 3年の実績 

年度 回 調査テーマ 回答率 

R3 

第１回 食の安全安心について 74.2% 

第２回 地域の安全安心について 73.2% 

第３回 ひょうごの温暖化対策について 69.0% 

第４回 防災に対する意識と取り組み 69.0% 

R2 

第１回 介護に関する意識 79.0% 

第２回 消費生活について 75.8% 

第３回 食の健康とたばこ 73.5% 

第４回 防災に対する意識と取り組み 71.3% 

R1 

第１回 ひょうごのすまいと花緑 78.3% 

第２回 男女共同参画に関する意識調査 74.5% 

第３回 芸術文化・スポーツの取り組み 74.4% 

第４回 防災に対する意識と取り組み 72.1% 

 

 


